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叫
庵

巧

打

凍
岬
蛸
靴

綿

硬

珊癖
和
矯
tEi.檎

.誓

1
㌢

Jd:P
)

rI

類

字

っ
妾
宅
櫨
と
賢
哲

｣

A.
岡
..iLt
J.･L
..･卑
Z:･･下'･.;l
t･.I
.ド.
i._.
(.
響
.･壇
t

.
:.･
･
ftttE
一Ii･

t･･.I:ま

.-.
ニHI

仏
を
止
竺

＼宰

言
律

(
の
孜

芦
･
苫
庭

の
潅
挙
に
よ

っ
て
線
名
専

有
山
ヒ
撃

空
芋
Bj
t,て
た
事
葦

妄

言

ち
と
､
泰
壇

の
南
東
望

唱
の

喜
藤
老

ぼ
襲
痔
で
有

〔′
牢

こ

埜

Ll･]
疋
ぎ
ち
ち
得
貰
い
rJ

勿
撃

高

年
の

背
貫

に
tT
bG
･乗
に
棄

三

雲
慧
!･蒜

混
乱
巷

が
あ
り
､
崇
祭
政

要

望

環
と
し
て
考
毒

崇

買

主

ノ.;

品

卵
毅
誓

/"

t
!
の
夢
烏
棄
轟

の
浩
葎
嚢
と

し
て
二
八
較
冶
豪
と
し
て
の
入
歯
催

i

..
〓
'I
1.
1i
･
I
t∴

.

･-二
･
･･･
L
.

三

二
fJ
敢
追
豪
と

し
て

の
嚢
蒔
丁と
考
,1⊥
ろ
上
で
亨

っ

一
つ
竜
三

夷
甘
守

り
巧

い
の
は

｢
寒
空

華
甲

-
の
･嘩
L
,在

ハ定

一こ
｣
で
万
石
Q

固
東
証
定
圧
享
有
元
年
套

｣‥).よ
れ
は
J

寒
後
菅
平
奨
癖
駈
離
調

網
噸
㌃
旺
如
酎
如
郡
肇

t
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水
田
域
介
藤
原
黍
歯

車
卵
が
雲

離
断
軸
軸
紳
頭

と
十6
.リ
､
武
萄
式
目
妙
甘
H
丸
を
碍
諌

し
て

布
鞄
鼓
奉
行
は
手
奉
行
の
沙
汰
或

il_
遅
滞

L
或
は
碑
項

の
事
務

rtf蕗

蘇
訟
人
草

軍
を
い
た
す

べ
き
為

に
轟

け
I.C
れ

し
っ
か

さ

に

-
て
佑

L
t奉

行
人
等

の
l北
朝
寒
鳥
を
匪
V
べ
き
承
雪
嶺
れ
ti､､
頭

書
巌
琵
年

取
il
は
厚
木
し
〓
と
な
.I,併
峯
痔
の
蕃
奉

行
皆
斉
藤

点
差

へ
ち
か
鼓

在

り
､
や

､
素
寓

の
療

『

存
｡
て
奉
行

の

聴

ひ
た
す
ら
家

々
の
せ
藤

と
覆
り
鼻
仕

に
虜
ざ
亨

叱
膏

の
輩
も

産

同
社
､持
ち
三
二
と
と
ち

り
し
敦

に
雅
浩
巧
沖
末
ま

三

一
れ
方

言
を
扶
て
北
森
帝
京
教
壇

F'i:初
島
し
め

て
革

帯
魯

〒

へ
ま
叛

て

此
覇
に
補
i
)
ら
れ
奉

行
人

の
私
歯
を

圧
せ
ら

れ
し
な

り

､
さ
れ

甘
預
に
嚢

仕
書

く
L
等
軍
豪
の
呼
に
て
毛
を
く
け
北
書
家

の
尭

威

l隻
号
音
草

間
せ
ら
れ
巨

リ

土
逮
JJ(
て

‥二
O
cJ
韓
韓
寒
行
の
創
詫
董
卓
永
元
年
と
見
て
お

子

り

<
向
直

い
お

吉
ま
い
｡
追

加
某
で
は
､

一
藷
一人
趣
読
事

右
,
撃

東
歌国
へ喝
贈
奉
筈

埼
＼
霊

草

妄

-
要

し57J

有
賀
沙
汰
,t
･て
由
､
尭

茸
裾
潅
革

と
布
香

し
て
い
亨

こ
)
か
､b
t
嘗
付
け
､り
丸
吉

D
(リ
ま
リ
/
F
'
の

両

人
の
空

帥
奉

行
痔
代
に
如

下さ
.東
庄
寒
韓

-言
絶
望

苗

け
巧

い

と
現
重
し
､
籍
亮
の
革

帯
を
幸
三

∴

,
ち
の
け

一
っ
の
傍
証
と
も

｡
誓

(
碑
碑
摘

軒臣
J諾

碍

塘
軸
訟

)
這

藷

富

岳

軽
薄

の

寺
類

書
で
あ

り
､
越
幹
事
行
は
そ
の
*
'･岡
で
あ
石
′l
津
茅
未
練
書

に
は

､

一
塁

許
冴
法
事

､
被
iWJi.袖

下
妬
琴

Tf･重

商
勤
竜

､
香

華
無
上三

毛
衝
オ
沫
香
登
土
由

､
比
等

5
,中
華
整

露
頭
人
ニ
申
レ+F'
軒
甲

養
首
蔦
葛
J
内
敏
+
[
時

､
尭

尺

A
EI
有
賀

普
空
掛
那
針
㌢

花

農
諌
汐
十
(,.巷
居
尊
書

ヲ
召
演
壇

､
準

訴
畢
匪
勘
号

LJpT隷
＼三
時
､

繊
毛
東

沖
沫
眼
前
車

奉
書

土
俵
竜

､
声
下
=簡
喪
章

､
章

節
声
御

津
法
を

､
託
き
主
務
沫

そ
鉢
引
付
同
封

と
奉
り
･
そ

の
手
革

三
千

し
て
い
ち
Q
ま
ず
越
韓
十と
碍
襲
す
言
場

合

､
雫

愚
才
浅

(
韻
語
′奉

r:I･主

の
中

空

と
李
引
付
に
対

し

て
行

目
､

t
嘉

に
応

じ
て
再
審
廻
す

ち
書
類

)
に
衷
廿
を

い
モ

の
で
寿

け
九

げ音
,1着

い
｡
韓
舞

惇
警

誓
聖
と
以

っ
て
畢

帯
頭
に
対

し
て
凝
存

す
了
.a../

轟
帯
頭
け
甲
声
亨
華
宙
し
て

〓
化
の
理
由
居

り
と
諦
め
た

場
合

は
こ
れ
を
同
額
帝

(
尊

台
会
黄

)
に
堪
啓
し
,
恵

の
蓬
居
事

毒

1::到
漢
書

票
l/
土
乾
転

社
を
助

合
し
､
充

下
切

(
原
動
或

)
iJ

準
薫
互

/苛
不
当
か
あ
れ
は
.轡

軍
書
を

下
し
て
車
克

て
沙

汰
/を
軽

し

空

台
Q
汁
沫

石
筆

し
の
否
潮
時
が
封
有
に
移
送

さ
れ
る

モ

の
で
お

吉
:E
J
羊
雷
啓
転
軽
量

汚
毒

行
人
連
足

し
て
整

許
頭

の
指
揮
に乙
お

い
て
膏

遷
せ
し
璽

勺
か

_舌
不
用
で
凍
石

o

ry
唐
隷
王
寺

L～
よ
,ウ
下

京

ち
o
Tこ
の
よ
う
な
琴

年
頭
と
し
て
の
常
時
の
襲
韓
が
､
碑
の
虐

薙
観
と
ど
､つ
い
＼つ
薗
摩
_～.あ

っ
た
か
の
膚
仔
的
な
説

明
ibJ
で
き

そ

う
も
古

い
が
､
裁

判
の
額

ま
リ
を
再
審
逢
す
予
U
い
､つ
＼
い
わ
甘

掲
舌
tZ
よ

っ
て
tnr
原
判
決
が
覆
え
さ
れ
ち
こ
と
モ
萄
り
'･,

籍
票
壇

に
は
寮

府

の
権
威

S
兵

聾

と
妄

り
か
わ
布

い
の
で
布

石

か
J.O
r
モ

tT,l
lrt還

巷

に
惇
人
草

蔑

羅
漢

仔
濁
れ
伝
公
乎
字
号

れ
じ
ろ
入
漁

1.:JJ
宕

け
れ
甘
伝
＼り
覆

い
Q
契

轟
に
し
て
も
婁
蓮
華
密
は
し
て
も

､

Lj



三

宝

;/義

.ti
+.<Lm/-
て
は
当
代
措
承

り

Q
,文
革

東
帝

の
武
将

で
あ

っ
た

..I.A:Jつ
愛
せ
と
l千
石
よ
､つ
ユ

以
上

の
よ
､つ
を

こ
と
か
ら

栗
椿

の
聾
世

豪
と
し
て

空
秀
れ
た
尊
重

妾
宅

伺

い
許
否
｡
か
か

ち
奪
正
が

､
昭

の
-1蚊
冶
宥
恕

形
成
遅
速
L
'.大

き
Lh)作
解
言
与
､て
信
幸

は
充
分
着
席

し
て
iiT
〓
rJ

P

J
芽

痔

の
韓
諸

思
想

菓
轟

.の
乾
岩
転
得
ヒ

し

て

一
昔

し
て
･J
T笥
毛

の
侍

何
か
｡

｢
畠
1Z;..I,.

摩

｣
で
高

石
Q

｢
襲

清
書
蚊

1

で
は

｢
雷
理
｣
壱
く
わ

し
く
資

し

竜

頭

√り
書
引

utELV
'
官

軍
竃
巌

i
J!L
t
お
心
音

～
'す

れ
i
b
人
は
貢

刀
-rt/J
の
柵
3
<
暦

二
′＼､つ
､り
り鞘
そ
ね
む

と
こ
ち
が
な

い
で
市
う
､

つ
と

且

､､(
'
培
1
!
膏
看

官
踊
ら

か

た
づ

ち
こ
と
を
謂
領

し

て

営
罰

コ′
坤

ラ
1.7
ニ
ヒ
モ
′
七
八
､
人

ヲ
項

､ン
.
身

ヲ
頂

ス

山頂
二

千

塩
ビ

､

コ
ト
サ
二
7
､
孝

三
学

芸

/
-/
喜

ノ
琴

ヲ
カ

う
グ
行
ヒ
､

軍

刀
ラ

ン
毒
-

忠

ヲ
膏

竺

フ
レ
偉

(
ク
候

､
コ
レ
政

/
敵
襲

ニ

テ
偉
足

､
守

,

'

政
卜

申
候

/,
､
誓

覇

ヲ
カ
タ
ク

､
明
子
カ

ニ
待

て

｢

コ
リ
ボ

f
7
ノ
蕃

ナ

7
博

巴

と
嚢
り
tY.,こ

･運

,･(
tJ
い
亨

1
首
理
の
絶
命
長

信
蛍

鹿
野

の
確
茶
寮

等

て
お

ち
Q

連

理
鮮
直

選
と
し
て
虜
申
す

ち
伝

助
に
は

二
･El人

の

重
積
す

ち
論
理

＼
態

等
が
相
か
た
さ
れ
万
け
れ
if
古
､.り
苦

い
C
人

や

壬
と
し
て
'
公
安
百
撃
棄

て
癌
も

こ
と
が
為

政
者

と

し
て
不
可

汁
(
巧
者

件

で
あ

至

=
｣
は
､
棄

時

の
聾
圧
;{,
放
棄

に
望

e
C
L
て
い

∫
.

こ
の
i
o
,つ
苛
簸

ろ
思
選
ば
蔽
の
み
は
強
嶺

の
モ

の
で
t≠
青

い

三

芳
ち
′L

桓

滞
日へ葬

の
顕
蔓

:i
力
寸

t(lo考

耳
巧
の
碓
竺

t/
萄

リ

着
帯

で
あ

｡
た
ら

積
層
幕

府
為

符
毛

の
涙
声
若
僧

fl,.
(言

,
丁
は

か

(二
J
鬼
i
?論

じ
た

二

⊥ぺ
-屠
所
た
九
十

L
の
五

･

の
戎

立

と

L]薄
l
窄

』
｣
孟

あ

石
の
で
(

詣

純

弼
酢
蛸
摘
録

璃

⊥:
'

｢
中

世
乱
暴

の
F

'･笈
封

』

)

･
･音
確

博

等
史
書
創
刊
号

け
遵

け
ち
が
､
嶺
ヒ

雪

の

零

同
上

二
･2
冠

尊

ヒ
触

れ
て
お
か

わ
は
す

ら

め

Q
麺
軸

の
消
息
中

に

｢
茜
事

可
レ挙
行
=正
直
.｣
と
い
う
記
事

が

あ

ち

(
醸

帽
蜘
類
甲
)

O

｢
要
道
｣
を
真

空

L
L
だ

｢
右

大
給
豪

･て
向

｣
が
兵
家
'式
巨

に
誰

永
さ
T:･
て
=J
h;ヱ

こ
)
け
歪
め
て
云
Jつ
ま

で
モ
貴

い
''
式

日
寒
謁

女

で
恒

爪
革

責
そ

何
1rG
"y
非
盲

kli可
レ有
.親

疎
車

戸
着

払
夢

､
D(
連

理
そ

節
強

､
山
中
+

[
存

空

合
煙
硝
軍

票

心海

口
.可
レ出
葡

更

と

明
硝

ヒ
モ

の
態
要
言
示

し
.
北
芋
奉
痔

は
三
､
の
奏

泉

元
耳

八
月

遠

重
病
宛
義
悪
事
に

轄
竃

の
或
毅
は
同
じ
審

6=il車

で
モ
人

ヒ
i
6
っ

て
転
書
の
出
泰

す
弓

モ

の
で
石
弓
か
､り
そ

の
基
準

と
し
て
式

京
車
j

動
学

し
1
LZと
述

べ
て

い
一(?二

郎
萄
鋳
)

三

､
相

の
同
等
光

害
空
車

妃
消
患

中

に
は
.
た
た
直

理

の
推
す
と
t
二
っ
と
し
七
｣
餌

(.
1に
書
き
記

さ

れ
伝

と
し
て
い
ス言

そ

し
て
異
体

再
に

患
)

ハ翠

)

妄

)

)

筏
看
主

に
雪
､つ
で

い
た

し

二
十
を

母

に
け

＼

つ

有

り
､
草

は
ま

に

し
た

小
は
ユ
＼
人

の
心

の
烹

五

三

古

事

＼
､
宣
言

し
き
は

∴
什＼
)

ハ出
q)

(iE
)

(h号
)

(T･古
頚
)

L
r/,
/つ
し
て

､
お

崇

か
､.呈

市議

/

:･･
崇

,転

調

こ
と
に
て

j,/
廃

土

そ
の
実
房

的
性
格
鮎
示
さ

れ
て

/J
tLr･,,

亘

胃
の
立
法

の
精
砕
と

は

二
刀
才

つ
iLLJ空
理
に
よ

ち
h
J準
軍
是

で
粛

｢
た
(J

勿
竃

､
こ
れ

は
暦
象
社
会
か
ら
覚
A
J.直

撃
で
あ

る
小
二
∵

そ

れ
北
本

の
七

草
頂
l

穂

と
予
奮

す

ち
塙

盲
か

多

い
｡
或

い
は
浩

そ
れ
白
峰
と
せ
山
背
と
軒
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一
粒
L
在

=,増
合
モ
あ

(ノ
た

っ

｢
診

石
賃

｣
に
は
責

時
の
哀

士
生

徒

rJ
菱

.I:l
h
仁
博
識
譲
が
人

々
を
感
動

さ
せ
転

と
い
＼つ
竜
王

い
く

1
√

加
の
疋
て
い
ワ(L.h
･rT,
､
瑚
1Jて
肯
､
覇

言
古

石
患
･b
支
那
宮
/ヤLJ
の
窯

I::t蔓

っ
て
し
ま
′

LhJ.
軒
等
ナ!)
:′へ
の
た
弟
に
琴
東
し
て
で

っ
た
か
宣

託
竿
撃
チ
に
蒙
ら
ず
轟

け
1･寄
ら
れ
て
し
き
/
.た
Q

亨
の
た

め
鳴

子

寮

に
法
的

に
重

罪
二
部

リ
ご
て
等
嶺

の
下
女

卦
与
覚
ら
れ
た
1レ

寅
痔

.
誓

昌

晴
言
に
同
債
し

､
;/
軒
て
同

町
批
亨

見
つ

け
て
享

て
LlL二

二
九
竜
き

/J
た

人

々
国
営
革
勤
し
た
と

い
､つ

｢
領
訟
人

/
家
常
奉

二
3
一
品

請
増

非
常

1
.'う
ま

ノ＼
出
表
す
き

て
い
て
そ
の
ま
ま
信

用

寸

亨
れ
け
亡
.ば
伊
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j
.

チ′
＼
滝

ゴ

(
力
昌

｣
と

-
家

長V
lJ

し
て
誘
き
nt

･1

珪
窟
至

兜
瓶

し
て
い
ち

U

死
顔

に

つ
い
て
TJ
.麻

チ

.･Lii(,与

r〆
同
僚
書
薄
利

に
つ
〓
て
て
育

ち
が

T.御
家

訓

｣
で
は

触
れ
て
い
覆

い
∋
?名
商
の
聴
琴
か
左

か
(′
た
か
ら

午
務

雪

｢
撞

宗
尊
厳
衛
滴
皐

｣
で
は

明
確
に
示

し
て
い
ち
〓
と
お
,F
も
涯
乾
さ

れ

吉
､り

(〓
)

セ

値
鞘
膚
.に
〔
い
て
毛

｢
/日
廻
口

uJ
せ

ノ
韓

(
行
事

了
止

へ

カ

三

<
し
妾

苧

F妄

卜
無

骨

十

手

八
､
1b
尊
皇

フ
ム
塞
蛍

/
詳

(
冒

(ff"

(
=/
二

若

チ

詳

=
ト

二

＼
心
事

､
y

J＼
ア
ル

(
カ
ラ
｣

(

針

三
二

二

兎
奇
襲
ヒ
感
す

石
産
傭
蕃
存
戒

め
で
萌

否
rJ
セ
菅
に

濁
れ
亨

主

に
f
二

し
け皿
奄
嘉

の
章

任
が
お

ろ
そ
か
に
雪

ウ
ニ
と

壬
お
そ
れ
た
環
賓
栢
在

配
意

か
ら
で
奉

ろ
う
ロ

三
､
蕗

下

二

一の
卓
帝

の
東
割

の
爵
士
姫
戸
は
線
と
し
て
の
箇
牽

き
葡

竺

J
い

雷
雲
ぐ
薪
否
か
､り
､
喜

怒
部
下
ヒ

つ
い
て
謹
細
篠
山
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竃
か
述

べ
､〓
一れ

て
い
石
＼｡

以
下
｢
額
梅
毒

状

｣
と
払
酸

し
､
〒
の
面
着

の
類
似
点
を
求
め

て
､
T.襲
蹄
書
正

し
の
辞
個
を
し
て
帝
苦

い
っ

(
ユハ
藻
発
展
衛
家

訓
七
十
月
C
､.
奥
痔
書

状
を
甲

乙
丙
]･･9
記
号
で
雫

｡
わ
づ

)

1
'
苫
仕

ハ
ン
侍
-

雑
食

-
中
蘭
等

三

丁
モ
ー
卓

二
細
レ
テ
-
悪

サ
マ
三

三

ハ
億

F
tフ
J/
者
ヲ
ハ.仕

(
竺

7
7

,･･･-二

㌢

)

巨､
召仕
ハ
ン
雪

線
ロ

マ
コ
-

ロ
ニ
∩
〓

∪
-

モ
'
臭

番
号

コ

ア
ラ
サ

テ
ン
嘉

二
､
大
事
三

雲
ロ
ス
ロ

カ
ラ

ス
J
譲
十
ノ
ル
大
事

出
千
㌢
一丁
八
､
夷
中

二
サ
モ
-
＼

シ
フ
､
プ
ト
十

シ
カ

ラ

ン
人

ア
マ
ダ

ニ
請
合

ス
ヘ
ン
､
衷

殖
計

カ
タ
ク

ハ
､
童

鱒

二
カ
ク
ト

T
7
(
シ
､
大
事

ヲ
無

左
右
戯
厄

ヒ
ト

ツ
ニ
計

ツ
し

ハ
､
何

1一

モ
譲
産

下
心
ぜ

(
蘇

)

｡
,
警

∴
補

)?

ル
孝

義

ヲ
与

ル
事
停

止
ス
へ
ロ

同
ク
仕

7
te
d)

(.I.)

ノ
イ
f
'
1t
ケ

ト
モ
､
馳
丁
心
意

′
ロ

n･
ハ
n

U十
タ
ラ
カ
ニ

…

､二

召

仕

へ
ハ
.I
u/
＼
聖

′
ル
CE
j
/
､
手
口

イ
ー
ン

十
千
着

(
/三

二
才

フ
ハ

〔Ejl

jD

環
へ

ン

､

ロ
ッ
＼＼＼
知
ル

(]･L.

宰
三

壷

ヲ
カ
ケ
云

7
(
ロ

､

濁し圏テロ

鳩尾亜
(

･∵

L
J
何

二
不
便

二
若
者
十
リ
ト
モ
､
､ワ

へ
こ
暗
幕
Tru
,
hJ
へ
カ

ラ

lttV
r
耳
等

ニ
コ
ト

ヲ
FT
ケ
ア
タ
ル

(
シ
､
ク
ー
ヒ
其
身

ガ
ラ
H

也老
十
リ
ト
モ
J
斎

遍

二
人

耳
漏
サ
ス
ト
固

ケ

ハ
､
両

軍
着
席

ン
罷
d

J
欠

リ
ー
云
ト

モ
､
人

シ
ナ

ニ
⊇
ラ

J
重

刑

ヲ
ラ

ン
ナ

17

へ
竺

7
て
(
計

)

u
t
/
A

/
泣

ヲ
強
盲

ワ{
ル
着

了
ラ
､ノ二
t
J
臭

ヲ
画

デ
､
廉

左
石
威

賢
rY
ル
事
誓
～
ア
サ

(
カ
ラ
フ
'
J
何

二
不
忠
譲

二
思
ト

モ
､
羅

杷

ヲ
韓

テ
､
今
⊥
ユ勺
二
､
是

二
言
リ
笹

頂
壷

や
下
心
テ
ン
ト
思

ヒ
千
二
何
方

コノ
間
合

㌦
二
丁
･､
是
韓

二
灯

〒
年

取
ス
(
ン
､
全
ア

衷
譲

二
nl
ル

へ
空

7
ス
､
女

＼
蓬

讐

≡

ル

へ
干

控

(
a
)

市

､
朝
ヌ

/
家
空

言

､
裁
空

/
ル

マ
イ
ヨ
黄

Jエ

ア
､
世
向
三

助

何
十
三

三
了
/
-
怒

ヒ

J
召
せ

フ
老

守
ノウ
′二
王
'
心
中

ヲ
,J/
へ

JT
･卜
､
此

ノ
ニ
′

埠

へ
吏

二
軍

ニ
ノ
､
人
ノ
吉

卜
世
南

l二
耳
八

ル

-

1
此
竃
ヲ
苧
＼
.,:)

埠
軍

二
三
丁
人

一議

ル

＼

十
リ

〔
打
夫
)

･丁

零

三

二
i∴

勺
ン
蕗

(
､
カ
キ

J,.ン
リ

二
八
､
中
向

｡
準

で

十
㌦
ノ
ト

ヲ
富
男
一<
へ
ン
､
若

貰
軍

T
｣三

/
ン
痔

ハ
∵
7
台

夕
ウ

ノ

下人
/

ヤ

[
ア
勺
十

ラ

ン
ヲ
異

T(
(
シ
J
誓
言

γ

ア
･j
夫
妻

ナ

ラ
ス

ハ
､
車

∴

-
芋
r(
(
カ

ラ
ス
＼
撃
花
心
ア
リ
B
)事

ア
ラ

バ
､
朝

モ
ネ

ソ
カ
ナ

7
ヲ

モ

ハ
ム
聖

二
(
'
寺

カ
ユ
キ
岩
更

ニ

(と十.)

大

刀
ヲ
モ
ロ

タ
ス
へ
ン
､
･i<
貨
車
同
矩

ノ
竜

三
ハ
大

刀
モ
タ
ス

へ
カ

三
ノ二

tllL/
)

兄
上
部
下
に
村
す

る
衷
訓
は
右
｡
t準

リ
で
あ
石
｡

｢
棄

痔
書
架
｣

で
こ
れ
に
当

て
は
ま
ち
女
章

石J庵
j山
号
で急
と
左
湾
拙
く
で
奉

石
｡

甲

､
尭

ト
シ
テ
L

夕

､
上

ヲ
カ
サ
リ
〒

ヘ
ツ
テ
ヒ
モ
ト

メ
タ
ル

ニ

ラ
候

､
ケ
二
重

手
癖

ヲ
モ
薦

ケ
二

啓
中

ヲ
モ
ア
ツ
ケ
ラ
し
テ
傭

'l
ン
蕗

ハ
J
心
ス
常

ヲ
ナ

ン
､
舞

ラ
ム
ス
ヒ
テ
､
土

ヲ
ク
ラ
マ

ン
､
人

ヲ
頂
ン

候

ハ
ン
ス

ル
憩

ア雪

サ
テ
サ

7
ラ
フ
老

-

モ

ノ
中
ヲ
蘭
ヒ
順

二
､
労
音

ヨ
ノ
ツ
ネ

ナ
ル
老
-
東

候
閲
､
寿

メ
至

情
家
中

ヲ
ア

ツ
γ
､
大
水

事

ヲ
倒

せ
テ
レ
舎

テ
､
ヘ
ダ
テ
ナ
7
､
冨
ツ
七

ハ
し
帰

へ
シ
'
叱
事
身
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ノ
岩
畳

ヲ
モ
'T
ヵ
ラ
ス
､
運
命

ノ
嘗

ヲ
厚

子
ル
エ
ゼ
鞄
ト
モ
J

T
望

ソネ
＼＼＼
申
候
マ

ト
貰
帰

､
言
7
-

＼

心
得

ラ
し
候
デ

､
八

月
ラ
ヒ
十
上
す
レ
サ

老
請

∵
ご
/
確

丙
､
ナ
ア
ワ
/
輩

八
､
ナ
カ
ケ
召

ソ
乃

ハ
車
て
､=
/
候
､
力

＼
ル

工
七
着

ヲ
召
ツ
f7
7
〒
空

7
､
ヒ
カ
事

ヲ
モ
引
出
､
悪
口

∪

冥利
二七三
(千春
ヲ
モ
±

丁
､
サ
ネ

十
ロ

ニ
(
竺

丁
∩

∪

簸
f
T中

二
相
手
､
弄

夕
ル
事

ヲ
モ
､
JN
J〆
･一
十
ト
七
二/
レ
傾

ハ

ン
､
∩

∪

土
丁
.正
体
十
千
事

=
千
､
ヤ
七

千
人
吏
L/
ニ
ナ

り
､
家

中
＼＼,,テ
レ
干
.
輯
奉

∩
〓

∪

也

､

丁
､
イ
カ

ニ
不
便

二
悪
者

ニ
〒
膚

へ
-
モ
､

ソ
ノ
暮
肇
ダ
ニノ
サ
心

音

ニ
';

大
審

ヲ
≠
カ
セ
､
潜

フ′申
盲
十
ト
ス
ル
幸

八
､
下
心

て
シ
千
事

二
千
候

､
帰
-

テ
ロ
日

.

∪
り
ノ
岩

内
為

l妄アサ

二
輯

纏

足
I
nl
フ
ヨ
ア
山

工
プ
亡
語

へ
7
帰

以
上
ク
;
L
i
､つ
と

｢
一八
葦
襲
撃
禰
家
訓

L
と

｢
里

田
書
虎

｣
の
都

下牽
制
に
,V
す
る
売

主

Q
に
旧
事
唇

歯
要
異
甘
草

り
九
在
日
Q

r

1
/
億
カ
ラ
ン
者

｣

〔
ユニ

音
便
､つ
と

｢吉
巷

｣
か

架
寸

言
O

｢
上

TT
カ
サ
リ

へ
ツ
ヲ
ヒ
モ
1
･
メ
｣
吉
者

に
室
轟
音
着
け
石
と

｢
圭

ヲ

三

7
マ
ン
､
･(
ヲ
項

｣
(
讐

じ
最

中
の
乱
れ
る
原
因
と
な
る
Q

lて
＼つ
で
香

る
か
ら

1
サ

フ
ラ
ウ
毒

｣
を
よ
く
え
ら
.ロ
ー
棄
直
在

る

毒

に
泰
平
を
ま
か
ぜ
､
天

心
専
有
佃
赴

､
幅

て
穿
く
召
硬
＼つ
よ
､つ

に
L
な
け
九
甘
草
h
ノ存
い

〔
乙
)
｡
し
か
し
産
山
の
布
石
者
と
云

オ
予
言

｢
著
書

｣
軍

り
ぎ
ち
着

に
大
事
要

石
1
て
は
奉

り
香
い

(

Ln
F:
)
二
両
巷
の
共
畢

居
宅
整
理
す
れ
陣
左

の
朝
く
在
る
Q

1
J
虚
飾

の
着
電
便
う
存

(
A

､
甲

)

っlJ
,公
壬
な
態
湊

で
希

世
よ
(
D
I
ul
,
7二

h
､
苦
書

に
L
b
軍
書
別
巻
笑
う
寄

(
B

､
u

I
D
､
盲

､
乙
二
相

･

丁

)

右

刀
よ
う
を
内
容
の
規
範

t
f
l軍
部
式
日
1ih
勿
論
､
逼

如
法

L
右

党

-1r"
れ
宕
い
せ
拓
の
幸
男
で
布
K

b
ゥ
戦

国
魂

と
は
重
電

リ
､
か
か
る

何
者
か
細
確

L
ir(ム
稿
に
法
＼て
化
さ
れ
す

､
個
人
の
東
軍
宣
述
べ
.竃

モ
カ
で
竺

(嘉

､
菖
痔

S
部
将

や
考
え
,tQ.郁
如
常
に
示
さ
れ
て
い

て
さ
ソJLJr竺
巾
着

の
･望

妃
親

の
空

撮
京

に
つ
い
て
二
て
の
鯖
敏

首
席
帝

し
て
お
き
を

い

.-∫
｢
棄
癖
等
然
し
に
つ
い
て
l;t.A.凄
涯
仔
土
石
･信
常

北
前

の

公
立穿
刺
軒
氷
政
請

の
基
本
賓
別
で
あ

っ
た

､
と
流
速

し

た

(哲

Gt嘉が
襲
蕗

望

芸

琶
層

の
中
華

毒

す
モ
の
で
蔀

r
k

Cr
-曹
南
軍
巧

叩
碑
に
つ
い
て
官

),つ
か
三

,

F,L出

の

｢
-L'
譲
帝

展
周
衷
剖

L
tu
tif.
で
は
婆

1号

石
竜
か
葡

っ
伝
望

ロ
＼
韓
魂

tて
よ

ら

す

,
声で
非

に

つ
い
て
或

醍
L

t
E
i
j,･頂
理
に
よ
吉

.I(
≡

(,J
お

ち
､

と
云
っ
て
い
る
ウ
茎
痔
謹
書
が
頻
繁

に
行
わ
れ
.
御
家

人
同
志

の

同
に
時
間

β
事

っ
賢

一と
侍
艦
原
屠
蕗

の
伺
等
に
奥

型
的
に
示
N

九

て
い
ち

(
鴨
昭
讐

露

牢

卑
)
造

血
連

で
も
聾

lO
-～
.つ
い
て

は
薮

し
く
禁

じ
LU
-
(
湘
沌
揖
諸

相
讐

.
詣
賃

召
崖

毒

惇
聾

二言

聖

己
の
正
則
_て
惑

わ
さ
れ
易
い
Q
墓

整

芸

も
三

毛
注
意
す
べ
き
点
の

一
つ
で
秀

T
k
:

み

よ

､つ
存
判
断
の
塞
孝

は

｢
連

理

｣
に
碓

k
E･,b
昇

11
(
新

柄
憎
雅

称
,)

Q

人
の
過
を
望

ロ

オ

首
巻
軒
す
れ
甘
､
よ
く
疋
有
縁
め
て
､
二
月
_て
痘

理
都
市
局
よ

う

で
与

佃
寿
を
固
さ
会
わ
せ

て
､
そ
の
是
非
に

つ
い
て
顔
政
必
杓
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甘三､
年

b
寒

い
♂
そ
れ
に
は
親
襟
に
よ
.r
...て
tT･J
IPR
環
～
/
､
宅
iilj耳
鼻

に
よ
ろ

Jr
書
で
あ
る
､
と

い
う
戒
め
は
き
代
為

夜
着

の
号
選
{.〃蚕

室

:'去

っ
た
と
い
え
｢
6
,つ
｡
嚢
痔

の
場
合
は
鹿
茸

ii
極
安
上
望

芯

-ニ

類
t,(f
vrJ.T.芹

ノ
､
そ
の
昔

理
観
も
葱
環
は
官
ま
れ
在
宅

FS
と
な

'
｢＼
く
ろ

一り

墓

の
串

Lj
譜

立
言

｡
､
完

師

事

冒

ち
皇

写

り
蓋

(y
!l&
)

〓
小
麦

叱
＼竜

得
準

か
へ
し
＼
連

理
の
中

S
L諦

幸
と
申

(
､

-

弁

l
LI..頼
f
貰

の
鴇

㌍

篭
れ
は
と

て
､
さ
し
て
簸
豆

十享

へ′

貢
㌣

妄

罰
巷
悟
青
く

J
人
は
更
に
よ

り
て
至

芸

＼芦

K,L,I-;

I/(rJ
き
ほ
と
の
事

を
我
か
直

理
の
ま

＼

ヒ
申

､
〓
机
を
道

理
(--3中

の
譜

肇

ヒ

て
博
せ

､
晶

巷

の
中
F

I

H
(:LT
芦

と
申

,,
/
人
の

空

し＼つ
し
き

舟
へ
lき
事
忘

ハ
＼
′芸

7
瑞
軒
幸
吉
丸
実
J
そ
れ
を

lY')

.i･
:

.r
事

.(:

.

L

t･二
一華

t
:守

..
nr.L÷
tT.
.=妻

.I

中

刀
直
理
と
甲
性

(
碓
麺
棒
娼
紬

)
n-

こ
の
遵
守
観
と
前
述

S
融

下
矯
別
の
を
め
の
さ

び
し
‖
帝

節
の

T

J:嘉

撃
取
御
審
判
｣

串
の
直

理
観
と

の
い
か
に
実
存
香
車
か

二

へ

曇
碓
革
肇
と
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